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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する説明

①当第３四半期の業績

  当社グループでは３ヵ年中期経営計画（２０１３～２０１５年度）の最終年度を迎え、引き続き主力事業会社であ

る株式会社ワコールを中心に、多様化する国内レディスインナー市場への対応による売上シェアの拡大と、レディス

インナー事業以外の体制整備、また海外事業の積極的な展開による成長力・収益力強化に取り組みました。

これらの結果、当社グループの当第３四半期の連結業績は、国内事業については、消費税増税後の消費者の購買意

欲が低迷するなか、主力の卸売チャネルの売上伸び率は上期に比べ鈍化したものの、直営店舗の売上やインバウンド

需要が下支えし、売上は前年同期を上回りました。海外事業につきましても、円安により売上が嵩上げされ、全体の

売上高は前年同期を上回りました。利益面では、株式会社ピーチ・ジョンにおいて、前年同期に計上した減損損失の

影響がなくなったことから、全体の営業利益は前年同期を大きく上回りました。

●売上高                   １，５４０億１７百万円 （前年同期比  ７．０％増）

●営業利益                    １２６億９２百万円 （前年同期比 １０９．９％増）

●税引前四半期純利益               １４２億１３百万円 （前年同期比  ６６．４％増）

●当社株主に帰属する四半期純利益         １００億２７百万円 （前年同期比  ７８．１％増）

  ②オペレーティング・セグメントの営業概況

  ａ．ワコール事業（国内）

国内事業においては、選別消費の傾向に変化がみられない上、１１月の気温が平年を上回って推移したことから

卸売チャネルを中心に苦戦し、第３四半期（１０月～１２月）は厳しい商況となりました。

株式会社ワコールのワコールブランド事業本部につきましては、冬の主力商品である肌着が苦戦したものの、都

心部の百貨店チャネルにおける引き続き旺盛なインバウンド需要や申年にちなんだ縁起物の赤の下着が話題となり、

ショーツ全体が好調に推移したことから、事業本部全体の売上は前年同期並みとなりました。

ウイングブランド事業本部につきましては、秋のキャンペーン商品のボトムは苦戦しましたが、主力アイテムで

あるブラジャーは、商品ごとに好不調の波はあるものの全体では堅調に推移しました。また、冬の肌着は薄手商材

を品揃えしたことにより堅調に推移し、ティーン向けブランドの展開店舗が拡大したことも寄与し、事業本部全体

の売上は前年同期並みとなりました。

小売事業本部につきましては、直営店「ＡＭＰＨＩ（アンフィ）」では、入店客数が減少しているものの、スタイ

リストやモデルとのコラボ商品などが好調に推移したことや、季節のイベントやテーマに沿った商品展開が一人当

たりの平均購買単価アップにつながりました。また、アウトレットモールで展開する「ワコールファクトリースト

ア」も空港周辺エリアでのインバウンド需要が大きく寄与し、事業本部全体の売上は前年同期を大きく上回りまし

た。

ウエルネス事業部につきましては、スポーツコンディショニングウェア「ＣＷ－Ｘ（シーダブリュ－エックス）」

は、スポーツチェーン店をはじめ既存チャネルで売上が苦戦したものの、他社ＥＣサイトが好調に推移したことや、

デイリーユース向けの新商品などを投入した結果、事業部全体の売上は前年同期並みとなりました。

通信販売事業部につきましては、カタログ販売については、冬号の受注減少などが影響し、前年同期を下回りま

した。また、ウエブストアについては、前年のサイト閉鎖の影響がなくなったことと、スマートフォンからの動員

強化により来訪客数が、大幅に増えたことにより好調に推移しました。その結果、事業部全体の売上は前年同期  

並みとなりました。

当期に三愛グループから事業譲受しました水着事業と下着直営事業を展開する国内子会社株式会社Ａｉ（アイ)に

ついては、水着事業は、夏場の天候不順の影響を受け売上計画を下回りました。併せて、下着事業も売上計画を   

大幅に下回りました。
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以上の結果、主力事業会社ワコールの売上の増加と株式会社Ａｉの売上が新たに加わったことにより、ワコール

事業（国内）セグメント全体の売上高は、前年同期を上回りました。利益面につきましても、株式会社ワコールの

売上の増加により、営業利益は前年同期を上回りました。

●売上高                  ９２２億１３百万円 （前年同期比   ７．１％増）

●営業利益                  ８４億１５百万円 （前年同期比 ５．４％増）

ｂ．ワコール事業（海外）

米国ワコールにつきましては、売上面では、米国内における主力のワコールブランドが前年同期並みに推移した

ことに加え、ＥＣサイトおよび周辺国、欧州向け輸出も好調に推移した結果、全体の売上は前年同期を上回りまし

た。利益面では、３０周年記念ＰＲ費の計上による販管費などの増加により、営業利益は現地通貨ベースでは前年

同期を下回りましたが、邦貨換算ベースでは前年同期を上回りました。

ワコールヨーロッパは、売上面では、英国についてはワコールブランド商品展開の拡大などで堅調に推移しまし

た。また、米国でも他社ＥＣサイトの売上が伸長し、順調に推移しました。しかし、ユーロ圏では、不安定な政治・

経済状況に加え、パリのテロなども影響し消費意欲が回復せず、特にフランスにおいて売上が大幅に減少しました。

その結果、全体の売上は現地通貨ベースでは前年同期を下回ったものの、邦貨換算ベースでは前年同期を上回り  

ました。利益面では、売上の減少やドル高による仕入れ原価の上昇により、営業利益は前年同期を大きく下回り  

ました。

中国ワコールにつきましては、景気の減速感が強まっている中、売上面では、主力のワコールブランドの売上伸

び率は、上期に比べ鈍化したものの順調に推移し、併せて他社ＥＣサイトやアウトレット販売なども伸長しました。

一方、中間層向けブランド「ＬＡ ＲＯＳＡＢＥＬＬＥ（ラ・ロッサベル）」については、好調に推移しているもの

の既存店舗は苦戦しており、店舗採算を重視して出店計画を大幅に見直しました。その結果、全体の売上は前年同

期を上回りました。利益面では、現地材料調達を拡大したことや、粗利益率の高いチャネルでの販売構成比を高め

たことから売上利益が増加し、営業利益は前年同期を大きく上回りました。

以上の結果、ワコール事業（海外）セグメント全体の売上高は、前年同期を上回りましたが、営業利益は前年   

同期を下回りました。

●売上高                  ３９３億５５百万円 （前年同期比 １０．８％増）

●営業利益                 ３６億３６百万円 （前年同期比 ８．３％減）

ｃ．ピーチ・ジョン事業

主力の通信販売の売上につきましては、スマートフォンからの訪問者数は増加しているものの、購買率が低迷し

ていることに加え、サイト上でのセール期間を短縮したことも影響し、前年同期を大きく下回りました。国内直営

店の売上は、インバウンド需要も寄与し、前年同期を大きく上回りました。他社ＥＣサイトについても、構成比は

低いものの好調に推移しました。また、海外事業につきましては、香港は店頭売上が苦戦しましたが、中国では   

不採算店舗の撤退を行い、他社ＥＣサイトへ移行したことにより売上が拡大し、邦貨換算ベースでは前年同期を上

回りました。

以上の結果、ピーチ・ジョン事業セグメント全体の売上高は、前年同期を下回りました。利益面では、価格設定

の見直しやセールの抑制による売上利益の改善、ＰＲ費・制作費などの抑制に努めたことや前年同期に計上した  

減損損失の影響がなくなった結果、営業損失から大きく改善しました。

●売上高               ８４億２４百万円 （前年同期比  ３．４％減）

●営業利益               ４億４０百万円 （前年同期は営業損失６１億４０百万円）
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ｄ．その他

株式会社ルシアンにつきましては、主力のインナー事業は、大手得意先向けの新価格帯商品が堅調に推移した  

ものの、アパレル事業が前年同期を大幅に下回った結果、ルシアン全体の売上は前年同期を下回りました。また、

利益面についても円安の影響で売上利益率が悪化し、大幅な営業損失となりました。

株式会社七彩につきましては、レンタル事業の売上については前年同期並みでしたが、新規の商業施設やアパレ

ルブランドからの大型受注を受けて工事事業が前年同期を大きく上回りました。また、物販事業も工事受注に伴う

什器納品が拡大した結果、全体の売上は前年同期を大きく上回りました。利益面については、売上の増加により  

営業利益は前年同期を大きく上回りました。

これらの結果、その他セグメント全体の売上高は前年同期を上回りましたが、営業利益は前年同期を大きく下回

りました。

●売上高                  １４０億２５百万円 （前年同期比  ２．６％増）

●営業利益                 ２億０１百万円 （前年同期比 １４．１％減）

（２）連結財政状態に関する説明

①資産、負債、株主資本等の状況

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、投資や建設仮勘定の増加などにより、前連結会計年度末に比し

て４，２８９百万円増加し、３，０４５億６１百万円となりました。

負債の部は、その他の固定負債が減少したことなどにより、前連結会計年度末に比して１６億８３百万円減少し、

６７０億２１百万円となりました。

株主資本は、利益剰余金の増加などにより、前連結会計年度末に比して５６億９５百万円増加し、２，３４５億

５２百万円となりました。

以上の結果により、当第３四半期連結会計期間末における株主資本比率は、前連結会計年度末に比して０．８％

増加し、７７．０％となりました。

②キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比して５億３０百万円増加し、

３８９億４０百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、四半期純利益１０３億１４百万円に減価償却費や繰延税金などによる  

調整を加えた金額に対して、資産及び負債の増減などによる調整を行った結果、１２０億００百万円の収入（前

年同期に比し１９億２８百万円の収入減）となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得や無形固定資産の取得などにより、６０億１１百

万円の支出（前年同期に比し３５億５８百万円の支出増）となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払などにより、５４億２５百万円の支出（前年同期に比し

１２億８百万円の支出減）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期の連結予想数値につきましては、平成２７年５月１１日発表時から変更はありません。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更

該当事項はありません。
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３．四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

Ⅰ．流動資産

現金及び現金同等物

定期預金

有価証券

売掛債権

返品調整引当金及び貸倒引当金

たな卸資産

繰延税金資産

その他の流動資産

流動資産合計

Ⅱ．有形固定資産

土地

建物及び構築物

機械装置及び工具器具備品等

建設仮勘定

減価償却累計額

有形固定資産合計

Ⅲ．その他の資産

関連会社投資

投資

のれん

その他の無形固定資産

前払年金費用

繰延税金資産

その他の資産合計

△ 54,542

923

64,038

16,760

資産合計

12,78312,739

6,157

10,577 11,434

4,289304,561

133,813

300,272

130,820

23,879

△ 56,146

107,798

20,481

857

103,730

22,009

49,188

前連結会計年度

その他

120,264

5,757

982

59,963

科       目

5,488

18,750

22,052

984

18,807

3,886

63,167

119,096

4,177

21,957

（資産の部）

(平成27年3月31日)

百万円

38,410

2,687

45,572

1,747

2,455

(平成27年12月31日)

百万円

△ 469

2,679

51,652

△ 2,878

5,495

3,254

4,068

17,232

64,432

2

44

△ 1,168

△ 1,604

57

2,464

△ 1,571

3,204

△ 232

△ 640

百万円

△ 1,602

1,231

2,387

△ 2,409

26,544

4,264

42,893

△ 2,665

当第３四半期連結会計期間

38,940

△ 52

400

2,993

394

472

増減金額

530
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Ⅰ．流動負債

短期借入金

買掛債務

支払手形

買掛金

未払金

未払給料及び賞与

未払税金

その他の流動負債

流動負債合計

Ⅱ．固定負債

退職給付に係る負債

その他の固定負債

固定負債合計

負債合計

Ⅰ．資本金

Ⅱ．資本剰余金

Ⅲ．利益剰余金

Ⅳ．その他の包括損益累計額

為替換算調整勘定

未実現有価証券評価損益

年金債務調整勘定

Ⅴ．自己株式

株主資本合計

Ⅵ．非支配持分

資本合計

増減金額

3,416

701

△ 1,980

△ 1,065

△ 1,382

百万円

214

4,289

5,802

1,826

5,972

△ 480

277

3

△ 1,334

1,895

1,530

△ 1,499

29,642

13,260

2,064

231,568

△ 3,922

△ 288

997

△ 1,683

△ 3,213

2,988

13,260

22,647

29,685

負債及び資本合計

237,540

2,711

304,561300,272

730

1,454

△ 2,895

20,821

1,934

234,552

10,831

155,264

42,302

4,201

－

43

228,857 5,695

9,332

科       目

（負債の部）

13,454

1,732

(平成27年12月31日)

当第３四半期連結会計期間

1,031

10,038

前連結会計年度

(平成27年3月31日)

（資本の部）

1,392

繰延税金負債

23,189

2,004

67,021

1,680

68,704

26,402

5,926

百万円百万円

17,998

5,554

19,063

11,560

4,706

11,346

6,686

6,936

△ 2,892

19,793

161,066

43,832

18,796

6,096
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(2) 四半期連結損益計算書

Ⅰ．売上高

Ⅱ．営業費用

  売上原価

  販売費及び一般管理費

  営業費用合計

  営業利益

Ⅲ．その他の収益・費用(△)

  受取利息

  支払利息

  受取配当金

  絵画売却益

  その他の損益(純額)

  その他の収益・費用合計

  税引前四半期純利益

  法人税等

  持分法による投資損益

  非支配持分帰属損益

  四半期純利益

(3) 四半期連結包括損益計算書

百万円 百万円 百万円

Ⅰ．四半期純利益

為替換算調整勘定

未実現有価証券評価損益

年金債務調整勘定

その他の包括損益 合計

四半期包括損益

非支配持分帰属四半期包括損益

当社株主に帰属する四半期包括損益 19,269

10,314

△ 1,507

1,811

△ 480

△ 176

10,138

△ 264

9,874

8,111

△ 9,395

増減金額

当第３四半期連結累計期間前３四半期連結累計期間

       (自 平成27年 4月 1日

        至 平成27年12月31日)

       (自 平成26年 4月 1日

        至 平成26年12月31日)

4,419

△ 9,618

△ 3,937

△ 345

△ 13,900

△ 9,481

86

19,619

△ 350

△ 135

13,724

5,748

Ⅱ．その他の包括損益
　　　　　　　　－税効果調整後

5,895

科     目

5,631 3.9 10,027

△ 23

4,396

△ 264

6.5

△ 0.2

当社株主に帰属する四半期純利益

増減金額

89

125

10,037

4,867

4,546

百万円

3,392

△ 974

5,671

4,419

1,580

328

6,645

18

23

4,091

有価証券・投資売却
及び交換損益(純額）

△ 6

△ 164376

△ 20有価証券・投資評価損

1,059

9,313 6.0

1.0

14,213 9.2

△ 55

4,900 3.2

1,521

90

1,017

0.7

△ 287 △ 0.2

6.710,314

1,001

69,958 45.4

141,325 91.8

12,692 8.2

154,017 100.0

71,367 46.4

当第３四半期連結累計期間

       (自 平成27年 4月 1日

        至 平成27年12月31日)

百万円 ％

四半期純利益 5,895

2,495

8,542

3,320

持分法による投資損益調整前
四半期純利益

5,222

673

科       目

100.0143,980

前３四半期連結累計期間

       (自 平成26年 4月 1日

        至 平成26年12月31日)

百万円 ％

2.3

4.1

1.7

0.5

5.9

3.6

540

△ 14

1

137,933

95

46.2

45.4

66,500

65,412

95.8

－ △1,059

4.26,047

△ 78

892

113

  のれん及び
  その他の無形固定資産減損損失

6,021 －4.2 △ 6,021
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(4) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

Ⅰ．営業活動によるキャッシュ・フロー

２．営業活動によるキャッシュ・フローへの調整

(1)減価償却費

(2)返品調整引当金及び貸倒引当金（純額）

(3)繰延税金

(4)固定資産除売却損益（純額）

(5)絵画売却益

(6)のれん及びその他の無形固定資産減損損失

(7)有価証券・投資売却及び交換損益（純額）

(8)有価証券・投資評価損

(9)持分法による投資損益（受取配当金控除後）

(10)資産及び負債の増減

 売掛債権の減少

 たな卸資産の増加

 その他の流動資産等の増加

 買掛債務の増加（△減少）

 退職給付に係る負債の減少

 その他の負債等の増加（△減少）

(11)その他

営業活動によるキャッシュ・フロー

Ⅱ．投資活動によるキャッシュ・フロー

１．定期預金の増加額

２．定期預金の減少額

３．有価証券の売却及び償還収入

４．有価証券の取得

５．絵画の売却収入

６．有形固定資産の売却収入

７．有形固定資産の取得

８．無形固定資産の取得

９．投資の売却収入

 '1０．投資の取得

 '1１．子会社株式の追加取得

 '1２．その他

投資活動によるキャッシュ・フロー

Ⅲ．財務活動によるキャッシュ・フロー

１．短期借入金の純増減額

２．長期債務の返済

３．自己株式の取得

４．当社株主への配当金支払額

５．非支配持分への配当金支払額

６．その他

財務活動によるキャッシュ・フロー

Ⅳ．為替変動による現金及び現金同等物への影響額

Ⅴ．現金及び現金同等物の増減額

Ⅵ．現金及び現金同等物の期首残高

Ⅶ．現金及び現金同等物の四半期末残高

補足情報

現金支払額　

利息

法人税等

現金支出を伴わない投資活動

固定資産の取得価額

－

△ 246

△ 6,011

3,580

△ 4,570

△ 206

△ 1,920

△ 522

△ 985

4,206

30,658

△ 4,225

37,300

79

△ 1,849

174

△ 493

12,000

△ 190

436 617

237

3,508

－

468

△ 90

6,642

△ 1,226

2,444

△ 4

0

△ 1,107

1,967

当第３四半期連結累計期間

    (自 平成27年 4月 1日

     至 平成27年12月31日)

百万円

－

2,700

20

△ 69

10,314

13,928

科       目

百万円

前第３四半期連結累計期間

    (自 平成26年 4月 1日

     至 平成26年12月31日)

14

6,021

△ 1

１．四半期純利益

118

△ 2,223

△ 1,258

5,895

△ 1,059

3,765

△ 1,064

228

138

△ 971

5,297

530

△ 601

19

－

△ 1,190

△ 2,317

1,275

2,249

764

311 1,126

△ 995

△ 2,578

△ 534

23

163

△ 2,382

△ 18

3,647

38,940

56

△ 5,425

△ 2,453

1,800

△ 6,633

－

38,410

△ 4,648

△ 34

－

△ 4,813

366

△ 1,193

△ 1

△ 1

△ 593

14
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(5) 四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

① オペレーティング・セグメント情報

前第３四半期連結累計期間（平成26年4月1日～平成26年12月31日） （単位：百万円）

 売上高

 (1)外部顧客に対する売上高

当第３四半期連結累計期間（平成27年4月1日～平成27年12月31日） （単位：百万円）

 売上高

 (1)外部顧客に対する売上高

（注）各事業の主な製品

 ワコール事業（国内） ･･･ ｲﾝﾅｰｳｪｱ（ﾌｧﾝﾃﾞｰｼｮﾝ・ﾗﾝｼﾞｪﾘｰ・ﾅｲﾄｳｪｱ・ﾘﾄﾙｲﾝﾅｰ）、ｱｳﾀｰｳｪｱ、ｽﾎﾟｰﾂｳｪｱ、

ﾚｯｸﾞﾆｯﾄ他

 ワコール事業（海外） ･･･ ｲﾝﾅｰｳｪｱ（ﾌｧﾝﾃﾞｰｼｮﾝ・ﾗﾝｼﾞｪﾘｰ・ﾅｲﾄｳｪｱ・ﾘﾄﾙｲﾝﾅｰ）、ｱｳﾀｰｳｪｱ、ｽﾎﾟｰﾂｳｪｱ、

ﾚｯｸﾞﾆｯﾄ他

 ピーチ・ジョン事業 ･･･ ｲﾝﾅｰｳｪｱ（ﾌｧﾝﾃﾞｰｼｮﾝ・ﾗﾝｼﾞｪﾘｰ・ﾅｲﾄｳｪｱ・ﾘﾄﾙｲﾝﾅｰ）、ｱｳﾀｰｳｪｱ、

その他繊維関連商品他

 その他　 　　　　　 ･･･ ｲﾝﾅｰｳｪｱ（ﾌｧﾝﾃﾞｰｼｮﾝ・ﾗﾝｼﾞｪﾘｰ・ﾅｲﾄｳｪｱ・ﾘﾄﾙｲﾝﾅｰ）、ｱｳﾀｰｳｪｱ、

その他繊維関連商品、ﾏﾈｷﾝ人形、店舗設計・施工他

△ 13,009 141,325営業費用 85,020 42,377 8,559 18,378 154,334

201 12,692 － 12,692営業利益 8,415 4403,636

－

93,435 8,99946,013 18,579 167,026 △ 13,009 154,017

△ 13,009

ﾜｺｰﾙ事
業（国内）

ﾋﾟｰﾁ･ｼﾞｮﾝ
事業

ﾜｺｰﾙ事
業（海外）

92,213 8,42439,355 14,025 154,017

 (2)セグメント間の内部売上高
　　　　　　　　　又は振替高

1,222 5756,658 4,554 13,009

234 6,047 － 6,047営業利益（△損失） 7,987 △ 6,1403,966

17,302 150,320 △ 12,387 137,933営業費用計 79,604 15,33938,075

－ 6,021 － 6,021のれん及びその他の無形固定資産減損損失 － 6,021－

－ 110 － 110顧客関係償却 － 110－

17,302 144,189 △ 12,387 131,802営業費用 79,604 9,20838,075

17,536 156,367 △ 12,387 143,980計 87,591 9,19942,041

143,980

3,863 12,387 △ 12,387 －
 (2)セグメント間の内部売上高
　　　　　　　　　又は振替高

1,525 4766,523

計
消去又は

全社
連結

86,066 8,72335,518 13,673 143,980

その他 計
消去又は

全社
連結

－

ﾜｺｰﾙ事
業（国内）

ﾋﾟｰﾁ･ｼﾞｮﾝ
事業

ﾜｺｰﾙ事
業（海外）

その他

－

154,017

計
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② 地域別情報

前第３四半期連結累計期間（平成26年4月1日～平成26年12月31日） （単位：百万円）

　外部顧客に対する売上高

　   構成比

　営業利益

当第３四半期連結累計期間（平成27年4月1日～平成27年12月31日） （単位：百万円）

　外部顧客に対する売上高

　   構成比

　営業利益

（注）１．国又は地域の区分の方法は地理的近接度によっております。

２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域

アジア･オセアニア：東アジア、東南アジア及び西アジア諸国、オーストラリア

欧　米：北米及びヨーロッパ諸国

３．売上高は連結会社を所在地別に分類したものであります。

（重要な後発事象）

①子会社の設立及び事業譲受契約の締結

　　当社の子会社である株式会社ワコールが、平成２７年１１月１３日付で合弁契約を締結し、以下の通り

タイ王国において子会社２社を平成２８年１月に設立いたしました。なお、平成２８年１月２７日付で、

当該子会社２社とTextile Prestige Public Company Limited及びErawan Textile Company Limitedとの間で

それぞれ事業譲受契約を締結し、平成２８年２月１日に材料事業を譲り受けることを予定しております。

ａ．子会社の設立及び事業譲受契約の締結の目的

　当社グループは今後の発展・成長が見込めるＡＳＥＡＮ域内にてグローバルな材料・製品供給体制を

築くことによって、グループ全体の製造品質とコスト競争の向上を実現するとともに、将来にわたって

世界のワコールグループとお客様に付加価値の高い材料・製品を安定供給することを目指してまいります。

ｂ．設立する子会社の概要

名称 ：A Tech Textile Co.,Ltd.

所在地 ：タイ王国　バンコク

事業の内容 ：経編、丸編、エンブレース製品等の企画・開発・製造・染色・販売

設立年月日 ：平成２８年１月１５日

資本金 ：１，０００百万タイバーツ

出資比率 ：株式会社ワコール　５４．２％、株式会社ヴィオレッタ　２．９％、

東洋染工株式会社　２．９％、タイ側出資者　４０．０％

※当該子会社への出資の額は当社の資本金の額の１００分の１０以上に相当するため、当社の特定子会社に

該当しております。

名称 ：G Tech Material Co.,Ltd.

所在地 ：タイ王国　バンコク

事業の内容 ：モールド、丸編、ワイヤー製品等の企画・開発・製造・販売

設立年月日 ：平成２８年１月１２日

資本金 ：３００百万タイバーツ

出資比率 ：株式会社ワコール　５０．４％、コスモ株式会社　９．６％

タイ側出資者　４０．０％

日本
アジア

オセアニア
欧米 連結

8,899 1,607

11,996

8.3%

1,466

日本
アジア

オセアニア

74.3% 8.8%

114,391

連結

6,0472,009 2,572

13,558 26,068

108,165

75.1%

143,980

100.0%

23,819

16.6%

欧米

2,186

154,017

12,692

16.9% 100.0%
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②固定資産の譲渡

　　当社は、平成２８年１月２９日開催の取締役会において、以下の通り固定資産（土地）を譲渡することを

決議いたしました。

ａ．譲渡の理由

　当該資産は旧名古屋支店跡地であり､今後事業に使用する見込みがないことから、経営資源の有効活用

を図るため譲渡することといたしました。

ｂ．譲渡資産の内容

資産の内容 ：土地（１，３７０㎡）

所在地 ：愛知県名古屋市中区栄５丁目１５番地

現況 ：駐車場用地として賃貸

譲渡資産の簿価 ：　　２９５百万円

譲渡価額 ：４，１４９百万円

ｃ．譲渡先の概要

株式会社日本セレモニー

ｄ．譲渡の日程

取締役会決議日 ：平成２８年１月２９日

契約締結日 ：平成２８年２月１２日（予定）

物件引渡日 ：平成２８年４月２８日（予定）

ｅ．業績への影響

　当該固定資産の譲渡に伴い、平成２９年３月期第１四半期連結会計期間において、固定資産売却益

約３８億円を計上する見込みです。
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(6) 販売の状況

至 平成27年12月31日

114,849

7,470

1,128

7,461

構成比

0.8

5.4

10,037

123,405

14,928

イ
ン
ナ
ー

ウ
ェ

ア 計

 ファンデーション
　　　　　・ランジェリー

100.0

80.7

8.5

143,980

12,242

1,906

6,097

7,615

154,017

8,391

1.3

4.2

5.3

3.65,582

9.7

1.1

74.6

金額

80.2

1,711

116,120

△ 42

7,285

74.7

5.2

前第３四半期

百万円

当第３四半期

％

自 平成27年 4月 1日
製品の種類

△ 8.4

百万円 ％

107,531

増　　減自 平成26年 4月 1日

至 平成26年12月31日

金額 構成比

6.3

百万円 ％

金額

0.1

6.8

増減率

7,318

9

合　　　計

21.9

100.0

776

2,686

△ 195

△ 515

アウターウェア
　　・スポーツウェア等

その他繊維製品
　　　　　　及び関連製品

7.0

 ナイトウェア

レッグニット

△ 3.7

10.2その他

 リトルインナー

4.9

0.71,086

△ 10.2
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